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巻頭言 

 

愛媛県臨床細胞学会会長 寺本典弘 

 

愛媛県臨床細胞学会会報・第 33 号を発刊しました。 

 

明けましておめでとうございます。 

昨年中は大変お世話になり、ありがとうございました。 

わけても中四連合会細胞学会学術集会の開催に当たっては多大なご協力をい

ただきました。重ねて感謝を記載します。新人の登竜門を目指した学術集会は概

ね初期の目的を果たすことが出来ました。愛媛県の奨励賞受賞者も皆さん活躍

し、会が盛り上がりました。実績ではなく、自己申告で奨励賞を出したのは成功

だったとおもいます。また、次期の奨励賞受賞者をお待ちしています。 

この度の学術集会も無事開催されますように。 

今回は長年医療技術大学で細胞検査士の育成で愛媛県の細胞診に貢献された

だけでなく、岡山県の倉敷中央病院時代から長年世界の細胞診の発展に貢献さ

れてきた則松教授の講演があります。まだまだご活躍かとは思いますが、定年と

いうことで退官記念講演をしていただくことになりました。 

 

今年は会長・役員改選の年ですが、新会長立候補をお待ちしています。今回は

どうも動きがないようですが、次回改選では私も 64歳 10ヶ月になりますので、

よく考えておいてください。 

 

なお、会員の皆様との連絡のため，今後もメーリングリスト，愛媛県臨床細胞

学会 HP を活用してください。メーリングリストは告知、募集等に使ってもら

ってもかまいません。  

（令和 8年 1月 21 日）  

http://cyehime.webnode.jp/
http://cyehime.webnode.jp/
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第 34 回愛媛県臨床細胞学会学術集会 

 

日時 令和 8 年 1 月 24 日(土) 15:30～ 

会場 四国がんセンター研修室 

 

プログラム 

Ⅰ 開会の辞 (15：30 ～  15:35) 

     愛媛県臨床細胞学会会長 寺本典弘 

 

Ⅱ 退官記念講演  (15：35 ～ 16:35)                        

座長: 佐伯健二 (愛媛県総合保健協会)  

子宮内膜細胞診と歩んだ三十年  −私の研究歴− 

愛媛県立医療技術大学保健科学部臨床検査学科教授 則松良明 

 

Ⅲ シンポジウム (16:40～18:10) 

液状化細胞診（LBC）検体を用いた免疫染色の現状と今後の展望について考え

る 

  

座長：河上衣舞妃 （四国がんセンター 臨床検査科） 

高畑浩之 （四国がんセンター 病理科） 

 

1）『細胞診検体を用いた免疫染色に関するアンケート』結果報告 

 四国がんセンター 臨床検査科 河上衣舞妃 

 

2）細胞診検体で免疫染色を行う意義 

松山市民病院 病理検査室 松家由紀 

 

3) 当院における病理細胞診検査に用いられる免疫染色の現状 

愛媛大学医学部附属病院 病理診断科・病理部 吉田拓 
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4）カテーテル尿における 免疫細胞化学染色の工夫 - 陽性コントロール作

成の試み - 

松山赤十字病院 病理診断科部 三好陽子 

 

5）細胞診の免疫染色 なぜやる？どうみる？ 

四国がんセンター 病理科 寺本典弘 

 

     

Ⅳ 令和 6 年愛媛県臨床細胞学会総会 (18:10 ～ 18：20) 

 

Ⅵ 開会の辞 (18：20) 
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参加者へのご案内  
 

会場 

開場 15：00 

 

アクセス 

四国がんセンター 本館三階 中央エレ

ベーターで 3階へ上がってください  

  

当日は土曜日なので黒矢印の時間外出入

り口を利用してください 

 

 

 

 

発熱者その他の体調の悪い方、濃厚接触者・COVID19 陽性者・

エボラウィルス感染者・どうしても行きたくない方は参加をご

遠慮ください。 

 

会場は飲食禁止です。 

無料駐車券をお渡しします。必要な方は受付時に申し出てくだ

さい 

 

会費  

愛媛県臨床細胞学会費  1000円 
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中国四国連合会会費   1000円 

愛媛県細胞検査士会費  2000円 

  

まだ払っていない方は以下の口座に、会員の名義で振り込んで

ください。 
その後、タイトルを”愛媛県臨床細胞学会会費・振り込み”と
し、（cytology@shikoku.cc 愛媛県臨床細胞学会事務局）までメ

ールする。 数人分を同時に振り込むときにはメールに全員の

名前を記載してください  
 

振り込み口座   

愛媛銀行 県立中央病院出張所 店番 ６０ 

普通口座 ３２３５００２  
名義 愛媛県臨床細胞学会（エヒメケンリンシ

ョウサイボウガッカイ） 
 

獲得ポイント  

 JSC 単位   10  
IAC 単位   3 

専門医資格更新単位  2 

 

 

mailto:cytology@shikoku.cc
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抄録 

退官記念講演 

子宮内膜細胞診と歩んだ三十年  −私の研究歴− 

 

愛媛県立医療技術大学保健科学部臨床検査学科教授 則松良明 

 

 

 

講演ｐｄｆ全文はこちら 

  

https://0cc51b426f.clvaw-cdnwnd.com/79ea0dc3a0c7b1c945789a03f612dcb9/200000202-07e2e07e30/norimatuprof.pdf
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シンポジウム 

『液状化細胞診（LBC）検体を用いた免疫染色の現状と今後の展望につ

いて考える』 

座長：河上衣舞妃 （四国がんセンター 臨床検査科） 

高畑浩之 （四国がんセンター 病理科） 

 

液状化細胞診（Liquid Based Cytology；以下 LBC）の広がりにより、保存液から HPV

検査や免疫染色などの追加検査が可能となった。一方で、適応の判断、作製原理に

起因する細胞形態の変化や陽性コントロールの確保など、実務上の課題も少なくな

い。今回、愛媛県内の各医療施設に LBC 検体を用いた免疫染色の実施状況に関す

るアンケート協力を依頼し、標本作製の実際や判定上の利点・課題等について調査を

行った。 

本シンポジウムは、アンケート結果の報告、3 施設から LBC 検体を用いた免疫染色の

意義や問題点、陽性コントロール作製に向けた検討についての講演、細胞診専門医

の立場から細胞診での免疫染色の臨床的意義についての講演で構成した。 

本企画が、細胞診領域における LBC 検体を用いた免疫染色の有益な活用法と標準

化に向けた議論を深め、現場において役立つ機会となれば幸いである。 

 

本シンポジウムの開催にあたり、アンケート調査にご協力いただいた各施設の先生方

に感謝申し上げます。 
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1) 『細胞診検体を用いた免疫染色に関するアンケート』結果報告 

 

       四国がんセンター 臨床検査科 河上衣舞妃 

【目的】 
細胞診検体を用いた免疫染色の現状と課題等を把握することを目的として調査

を行った。 
【方法】 
愛媛県内の医療機関を対象に、細胞診検体を用いた免疫染色の実施状況や精度

管理、今後の課題などについてアンケートを実施した。 
【結果】 
回答は 9施設（自施設含む）から得られ、全施設において、細胞診標本作製に

は直接塗抹法と併せて LBC法が用いられていた。LBC 検体を用いた免疫染色

を実施している施設は 5施設で、標本作製はいずれも BD SurePath法が使用さ

れていた。免疫染色の対象検体は体腔液や尿が多く、腫瘍細胞の同定や組織型

推定等に用いられていた。一方、陽性コントロールの設定および細胞診免疫染

色に対する加算の算定は、いずれの施設でも行われていなかった。また、LBC
検体の使用可能期限や保管条件についても、明確な設定は認められなかった。

免疫染色を実施していない施設では、マンパワー不足や件数の少なさ等が理由

で導入に至っていない状況であった。今後の課題や展望として、非特異反応等

による判定の難しさや、陽性コントロールを用いた精度管理の必要性が挙げら

れた。 
【結語】 
本調査により、愛媛県内における細胞診検体を用いた免疫染色は約半数の施設

で実施されていることが示された。体腔液や尿検体では、組織型推定等を目的

として実際の診断に活用されていた。一方、非特異反応等によって判定に苦慮

する場面も認められることから、判定時の細胞所見や標本作製および染色法に

関する情報発信や共有が重要である。また、陽性コントロールを含めた精度管

理体制の構築も必要であると考えられた。 
 
発表スライドはこちら 
  

https://0cc51b426f.clvaw-cdnwnd.com/79ea0dc3a0c7b1c945789a03f612dcb9/200000208-2bdd92bddb/kawakami1.pdf
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2)  細胞診検体で免疫染色を行う意義 

松山市民病院 病理検査室 松家由紀 

 

近年、液状化細胞診（Liquid-Based Cytology：LBC)は、標本品質の均一化、スクリ

ーニングの効率化、保存性の向上といった利点から、細胞診領域において広く普及し

ている。LBC 検体は形態診断のみならず、残余検体を用いることで免疫染色への応

用が可能であり、特に検体量が限られている症例において診断精度の向上が期待さ

れる。細胞診の免疫染色は、形態観察だけでは診断が難しい症例において、腫瘍の

由来や分化・良悪性といった治療方針決定に直結する情報を得るために補助的に用

いられている。 

LBC 検体による免疫染色は、組織やセルブロック法による免疫染色と比較しても、

染色プロトコルや陽性コントロールなどの標準化が十分に確立されていないといった

技術的な側面や診療報酬算定上の制約を抱えている。そのため当院での実施頻度

は低いが、セルブロック作製が困難な少量検体において有効な手段として活用してい

る。今回は婦人科および泌尿器科領域を中心に、当院で実施した LBC 検体を用いた

免疫染色の症例を提示し、その意義と臨床的有用性について考察する。 

 

 

発表スライドはこちら 
 

https://0cc51b426f.clvaw-cdnwnd.com/79ea0dc3a0c7b1c945789a03f612dcb9/200000207-daa50daa51/matsuke2.pdf
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3）当院における病理細胞診検査に用いられる免疫染色の現状 

愛媛大学医学部附属病院 病理診断科・病理部 吉田拓海 
  
液状化検体細胞診（Liquid-based cytology；以下 LBC）は、従来法と比較して

乾燥による不適正標本の減少や鏡検範囲の集約によるスクリーニング時間の

短縮、残余細胞からの標本再作製が可能であることなど、優れた標本作製法と

して様々な分野で活用されているが、高いコストが欠点である。 
当院では、子宮頸部を中心とした婦人科材料に対しては、ホロジック社の

ThinPrep法を用いて LBC標本を作製している。一方、婦人科以外の材料につ

いては、遠心後、従来法により標本作製を行っている。検体処理後の残余検体

は、サイトリッチレッドで固定後、10％中性緩衝ホルマリンで 2 時間固定し、

過固定を防止する目的で 99％エタノールに置換し保存している。 
また、細胞量が十分にあり、細胞診断にて陽性と判定された症例や判定に苦

慮する症例については全例セルブロックを作製している。残余検体からセルブ

ロックを作製することで、組織検体と同様に FFPE 検体としての運用が可能と

なり、長期保存や他検査への応用が期待できる。一方で、将来的な遺伝子検査

への利用を見据えた場合、固定条件や保存方法が検査結果に及ぼす影響も無視

できず、これらの工程の標準化が今後の重要な課題であると考えられる。 
 

発表スライドはこちら 
 

https://0cc51b426f.clvaw-cdnwnd.com/79ea0dc3a0c7b1c945789a03f612dcb9/200000206-add43add45/yoshida3.pdf
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4)  カテーテル尿における 免疫細胞化学染色の工夫 - 陽性コントロ

ール作成の試み 

 

松山赤十字病院 病理診断科部 三好陽子 
窪田裕美、若藤諒、河野優衣、高島香菜子、坂本真吾、 
門屋孝志、高橋辰典、池田みか、水野彩乃、関堯馨、 

水野洋輔、大城由美 
 
【はじめに】上部尿路腫瘍では組織採取が困難で、カテーテル尿細胞診が最終

的な診断材料となることも少なくない。細胞診の役割は大きいが、形態所見のみ

では良悪性判定に苦慮する症例も多い。当院では診断精度向上を目的に、カテー

テル尿細胞診に CK20、CK5/6、p53 の抗体パネルによる免疫細胞化学染色（以下

ICC）を併用している。ICC を診断補助として用いるには精度管理が重要である

が、CK20 および CK5/6 では内部コントロールが得られる一方、p53 ではそれが

困難であり、同時染色可能な陽性コントロールの設定が課題であった。今回その

設定について検討した。 
【方法】2種類のコーティング固定液（YM式喀痰固定液、RAPID FIX＜いず

れも武藤化学＞）を用い、悪性と診断された胸水、腹水、自然尿検体から陽性コ

ントロール用の細胞浮遊検体を作製した。p53 の染色性および染色性の保持期間

に加え、塗抹状態（塗抹範囲、鏡検の容易さ）を評価した。さらに、カテーテル

尿検体と陽性コントロール検体を BD®セトリングチャンバーを用いて同一スラ

イドに同時塗抹後染色し、有用性を検討した。 
【結果】いずれの固定液においても p53 の染色性は安定しており、常温で 4週
間保存後も良好に保持された。検体量が多い場合には検体とコントロールの一

部混在が認められたものの、由来の異なる体腔液検体を用いることで識別は可

能であった。同時染色により p53 染色の成否判定は明確となった。 
【考察】p53 の ICC では外部陽性コントロールの設定が精度管理上重要であ

る。本検討で用いた細胞浮遊検体は安定した染色性を示し、同一スライド上での

同時染色が可能であったことから、p53 染色における精度管理向上に寄与し、日

常診断への応用が可能と考えられた。 
発表スライドはこちら 

 
  

https://0cc51b426f.clvaw-cdnwnd.com/79ea0dc3a0c7b1c945789a03f612dcb9/200000205-b5e0eb5e10/miyoshi4.pdf
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5) 細胞診の免疫染色 なぜやる？どうみる？ 

四国がんセンター 病理科 寺本典弘 

 

発表スライドはこちら 

  

https://0cc51b426f.clvaw-cdnwnd.com/79ea0dc3a0c7b1c945789a03f612dcb9/200000204-eff3ceff3e/terra5.pdf
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奨励会受賞  
 

令和 7年度は申請なし 

 

 

2025 年度細胞診専門医・細胞検査士合格者 
 

細胞診専門医 
日比野 佑美 四国がんセンター婦人科 

 

細胞診検査士 
太田 さやか  

眞鍋 有彩 

山村展央 

愛媛県総合保健協会 

済生会今治病院 検査科 

市立八幡浜総合病院 臨床病理科 

 連絡順 
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令和 7 年活動記録 
令和 7年度松山細胞診（web） 

第 1 回 6 月 23日 

第 2回 10 月 30日 

 

第 33 回愛媛県臨床細胞学会学術集会  

2025年 1月 25 日(土) 

 

第 39回日本臨床細胞学会・中四連合会学術集会 

 2025年 7月 26日(土)〜27日(日) 

 
子宮の日啓発活動 Love49 

 

日時： 2024 年  5月  18 日    

場所：千舟町たぬき広場前 
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令和 7 年度愛媛県臨床細胞学会役員会議事録 

日時 令和 7 年 1 月 20 日 19：00 web 

出席者(未定)：松影 昭一、飛田 陽、大城 由美、木藤 克己、佐伯 健二、和泉元 雅子、岡田 

正則、寺本典弘、（敬称略・順不同） 

進行：寺本 

 

報告と議題   

1. 令和 7 年 1 月 20 日時点の会員数 121 名（名誉会員 2 名、功労会員 4 名）   

 

2. 会計報告（令和 6 年度） 

・ 当日会計監査予定 資料を添付します 

  

3. 第 34 回学術集会 

・ 令和 6 年 1 月 24 日、四国がんセンター研修室にて現地開催 

・ 会費、 愛媛県臨床細胞学会会費 1000 円、中四連合会 1000 円、検査士会費

2000 円。 

・ 特別講演・シンポジウムについてはプログラムの通り 

・ 研修単位 CT(JSC)10 点，CT(IAC)3 点  

・ 細胞診専門医も更新時に出席点を申請出来る 

 

4. 2026-7 年（2026 年度）の支部総会・学術講演会，特別講演について  

・ 35 回大会（2027 年 1 月）  

Ø 講師 （未定） 

Ø 35 回大会シンポジウムは順番で行くと日赤 （松山赤十字病院→愛大→県

中→四国がん）。“ワークショップ“でも可 

・ 26 年夏の大会は例年通り開催予定 スラカンと細胞検査士の特別講演 

・ （提案があれば連絡を） 

 

5. 第３9 回中国四国連合会学術集会 

無事終了しました 

 

6. 愛媛県臨床細胞学会奨励賞について。 

・ 新たな候補者を１～２名募集 （推薦可 概ね 40歳まで） 

 

7. 会長選挙・役員会メンバー： 

・ 今年は改選 

・ 27 年度まで現会長のままやらざるを得ない。定年のため 28年度は新会長で迎える必要

がある。 （立候補が複数あれば選挙になる。準備がいるので 1 年後には連絡を） 

・ 26 年度からの役員を決める必要がある。 



- 18 - 
 

・ （総合保健協会 佐伯 健二→金子真由美の交代に関して連絡があった） 

・ 愛大の代表者を誰かにする必要がある。 

Ø 会長に任せる 

・ 若手の２０代役員、３０代役員を一人ずつ決めたい。今年こそなんとかしたい 

・ 役員の担当を決める。愛媛県臨床検査着士会には役員の分担があるので、対する部署

に当会医師会員が協力するという形で運用を考える。企画だけになっている 

 

8. 第６４回日本臨床細胞学会秋季学術集会（会長 広島大学有廣先生）から、各中四支部

会に寄付金があった。 

・ 有廣先生をはじめ、関係者に会ったときにはお礼を言ってください。 

 

9. 会誌。 

学会時の抄録の載ったバージョンを 1.5 とし、年度終了頃に最終版を上げる。 

2026 年 4 月目処 
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愛媛県臨床細胞学会総会記録 

令和 7 年度愛媛県臨床細胞学会総会記録 

日時 令和 8年 1 月 24 日  

参加者：現地参加者７８名 

進行：寺本典弘 

 

報告と議題   

1. 令和 7年 1 月 20 日時点の会員数 121 名（名誉会員 2名、功労会員 4名）   

2. 会計報告（令和 7年度） 

木藤監査役（愛媛県立中央病院）により、監査が行われ、適切であると承認され

た。詳細は次々ページ 

3. 第 34回学術集会 

令和 8年 1 月 24 日、四国がんセンター研修室にて現地開催 

会費、 愛媛県臨床細胞学会会費 1000 円、中四連合会 1000 円、検査士会費

2000 円。 

特別講演・シンポジウムについてはプログラムの通り 

研修単位 CT(JSC)10 点，CT(IAC)3 点  

細胞診専門医も更新時に出席点 3 点 

4. 2026-7年（2026年度）の支部総会・学術講演会，特別講演について  

5. 35回大会（2027年 1 月）  

講師 （未定） 

35 回大会シンポジウムは日赤担当 （松山赤十字病院→愛大→県中→四国

がん）。“ワークショップ“でも可. 

6. 26年夏の大会は例年通り開催予定 スラカンと細胞検査士の特別講演 

7. 第３9回中国四国連合会学術集会 

無事終了しました 

8. 愛媛県臨床細胞学会奨励賞について。 

新たな候補者を１～２名募集 （推薦可 概ね 40 歳まで） 

詳細は追ってメーリングリストで連絡する 

9. 会長選挙・役員会メンバー： 

今年は改選年である。役員会で現会長寺本典弘の留任が承認され、総会でも異

議なく承認された 

定年のため 28年度は新会長で迎える必要がある。  

立候補が複数あれば選挙になる。準備がいるので 1 年後には立候補の連絡を会

長まで 

26年度からの役員を改選する。 

若手の２０代役員、３０代役員を一人ずつ募集する。 

10. 役員の担当を決める。愛媛県臨床検査着士会には役員の分担があるので、対す
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る部署に当会医師会員が協力するという形で運用を考える。 

11. 第６４回日本臨床細胞学会秋季学術集会（会長 広島大学有廣先生）から、各中

四支部会に寄付金があった。 

有廣先生をはじめ、関係者に会ったときにはお礼を言ってください。 

 

12. 会誌。 

1. 学会時の抄録の載ったバージョンを 1.5 とし、年度終了頃に最終版

を上げる。 

2026年 4 月目処 
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会計報告 

令和 6 年度会計報告（R6.4.1〜R7.3.31) 
1.収入の部       

前年度繰越金  ¥1,058,037    

 細胞診センター運営指導費(医師会から) ¥200,000    

 利子(R6.9.15  R7.3.9) ¥503    

 令和 6 年度会費 ¥153,000    

 令和 6 年度細胞検査士会費 ¥122,000    

 子宮の日助成金（日本臨床細胞学会から） ¥50,000    

  小計   ¥525,503    

合計   ¥1,583,540  

     

2.支出の部       

 日本臨床細胞学会中国四国連合会会費 ¥112,550    

 愛媛県臨床細胞学会第 2 回夏期学術集会    

    講師謝礼（倉敷芸術科学大学 佐藤正和先生） ¥45,000    

 愛媛県臨床細胞学会第 2 回夏期学術集会    

    講師謝礼（川崎医療福祉大学 有安早苗先生） ¥45,000    

 第 33 回愛媛県臨床細胞学会学術集会     

 講師謝礼（岡山大学 柳井広之先生） ¥90,000     

 愛媛県細胞検査士会会費振込＊ ¥137,100    

 子宮の日助成金（愛媛県細胞検査士会へ振込） ¥50,550    

 webnode プレミアムプラン（学会 HP） ¥16,083     

 小計  ¥496,283   

  次年度繰越金     ¥1,087,257    

合計   ¥1,583,540  

単位：円 

会計監査 2026 年 1 ⽉ 24 ⽇ 

愛媛県細胞検査⼠会振込＊：前年度分であるため、今年度⼊⾦額と違いあり 
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愛媛県臨床細胞学会会則 

 

第 1章 名称と事務局  

第 1条 本会は愛媛県臨床細胞学会と称する． 

第 2 条 本会の事務局は四国がんセンター病理科内におく． 

第 2章 目的と事業 

第 3条 本会は愛媛県における臨床細胞学の発展と普及を図ることを目的と

する． 

第 4条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行う． 

    1.学術集会の開催． 

    2.その他本会の目的達成のため必要事業． 

第 3章 会員 

第 5 条 愛媛県の細胞診関係者が入会資格を持つ．ただし，入会後定期的な

会費の納入がない場合資格を失う． 

第 6条 会員は本会が開催する総会または集会に出席して発言して，業績を

発表することができる． 

第 7条 本会の趣旨に賛同し本会を賛助する目的で特別会費を納入する個入

または法人を賛助会員とする．満 70 歳を越えた会員は，名誉会員または功

労会員として中国四国連合会に推薦する 

第 4章 役員 

第 8 条 本会に下記の役員をおく． 

    会長 １名   幹事 若干名 

第 9 条 会長は愛媛県内に就職する日本臨床細胞学会理事，評議員および指

導医のうちより選出する． 

第 10条 幹事は会長より委嘱する． 

第 11条 会長は随時幹事会を召集することができる． 

第 12 条 会長は本会の活動状況について日本臨床細胞学会会長に年 1回文

書で報告しなければならない． 

第 13条 役員の任期は３年とする．ただし再任は妨げない． 

第 5章 会議と集会 

第 14条 本会は年 1回，本会総会を開催する． 

第 15 条 学術集会は愛媛県臨床細胞学会学術集会と呼称し，年 1回以上開

催する．学術集会の集会長ならびに開催場所は幹事会において協議決定す

る． 

第 6章 会計 

第 16条 本会の経費は，会費および寄付金をもって当てる． 
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第 17条 会費の額および納入方法は，幹事会にはかって会長が定める．名

誉会員，功労会員は会費の納入を免除する 

第 18 条 本会の会計は担当幹事が管理する． 

第 19 条 本会の会計年度は毎年 4月 1日にはじまり，翌年 3月 31日に終わ

る． 

第 7 章 会則の変更 

第 20条 会則の変更は幹事会で討論し，総会の承認を得て行う． 

 

付則  

本会則は昭和 60 年 5月 31日から実施する．  

本会則は平成 28年 1月 31日に変更した． 

本会則は平成 31 年 1 月 31日に変更した 

本会則は２０２１年４月１４日に変更した 

本会則は２０２4 年 1 月 27日に変更した。  
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役員会名簿 (2024～25 年度） 
会長 寺本 典弘 四国がんセンター 病理科  

幹事 和泉元 雅子 松山市民病院  

 大城 由美 松山赤十字病院 病理診断科 ★ 

 岡田 正則 住友別子病院 病理診断科  

 北澤 理子 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科  

 木藤 克己 愛媛県立中央病院 病理  

 佐伯 勇輔 西条中央病院 中央検査部 ★★ 

 佐伯 健二 愛媛県総合保健協会  

 竹原 和宏 四国がんセンター 婦人科  

 則松 良明 愛媛県立医療技術大学  

 飛田 陽 松山市民病院  

 松影 昭一 市立宇和島病院 病理診断科  

 松元  隆 愛媛大学医学部 産婦人科  

  山本 珠美 四国がんセンター 臨床検査科  

以上 14名（50音順） ★：会計幹事、★★：愛媛県細胞検査士会 代表 



- 

愛媛県臨床細胞学会会員名簿 (20250331 まで) 
 

名誉会員 （2名） 

氏 名 所     属 

森脇 昭介   

野河 孝充   

    

功労会員 （4名） 

氏 名 所     属 

植田 規史 済生会西条病院 病理診断科 

大西 博三 愛媛労災病院 病理 

日野 典文  

  

    

細胞診指導医 （19 名） 

氏 名 所     属 

竹原 和宏 四国がんセンター 婦人科 

横山 貴紀 四国がんセンター 婦人科 

藤本  悦子 四国がんセンター 婦人科 

寺本 典弘 四国がんセンター 病理科 

高畑 浩之 四国がんセンター 病理科 

北澤 理子 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

増本 純也 愛媛大学医学部 解析病理 

倉田 美恵 愛媛大学医学部 解析病理 

松元  隆 愛媛大学医学部 産婦人科 

宇佐美知香 愛媛大学医学部 産婦人科 

山上啓太郎 新居浜協立病院 

松影 昭一 市立宇和島病院 病理診断科 

飛田 陽 松山市民病院 病理 

大城 由美 松山赤十字病院 病理診断科 

水野 洋輔 松山赤十字病院 病理診断科 

杉田 敦郎 愛媛県立中央病院 病理 

木藤 克己 愛媛県立中央病院 病理 

前田 智治 愛媛県立中央病院 病理 

久野 美子 久野内科 

柿本 拓海 愛媛県立中央病院 病理診断科 

日比野 佑美 四国がんセンター 婦人科 

    

医師 （6名) 

氏 名 所     属 

中西  護 市立宇和島病院 病理診断科 

谷脇 真潮 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

森川 紳之祐 愛媛大学医学部 解析病理 

大野 輝之 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科  

鶴田 裕真 愛媛県立中央病院 検査部 

  

    

細胞検査士 （ 75 名） 

氏 名   

伊能 公代 愛媛県総合保健協会 病理 

金子真由美 愛媛県総合保健協会 病理 

佐伯 健二 愛媛県総合保健協会 病理 

高橋 若菜 愛媛県総合保健協会 病理 

深田 千尋 愛媛県総合保健協会 病理 

水野 和江 愛媛県総合保健協会 病理 

山口 美紀 愛媛県総合保健協会 病理 

藤田 泰吏 愛媛県総合保健協会 病理 

上田 翔子 愛媛県総合保健協会 病理 

浅海 朋恵 愛媛県総合保健協会 病理 

風谷 早紀 愛媛県総合保健協会 病理 

窪田 裕美 松山赤十字病院 病理診断科部 

坂本 真吾 松山赤十字病院 病理診断科部 

三好 陽子 松山赤十字病院 病理診断科部 

高島 香菜子 松山赤十字病院 病理診断科部 

松本 優衣 松山赤十字病院 病理診断科部 

榎  美奈 松山赤十字病院 病理診断科部 

山本 珠美 四国がんセンター 臨床検査科 

田母神佐智子 四国がんセンター 臨床検査科 

田中 慎一 川崎医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科 

岡本 奈美 四国がんセンター 臨床検査科 

井上 信行 愛媛県立中央病院 検査部 

加藤 真紀子 愛媛県立中央病院 検査部 

木下 幸正 愛媛県立中央病院 検査部 

高石 裕子 県立中央病院 

尾崎 萌 愛媛県立中央病院 検査部 



- 

越智 景子 愛媛県立中央病院 検査部 

和田 裕貴 愛媛県立中央病院 検査部 

髙石  修 愛媛県立中央病院 検査部 

兵頭 直樹 愛媛県立中央病院 検査部 

亀岡  美咲 愛媛県立中央病院 検査部 

松家 由紀 松山市民病院 病理 

和泉元 雅子 松山市民病院 病理 

湊 憲武 松山市民病院 病理 

則松 良明 愛媛県立医療技術大学 

細川 翔 愛媛県立医療技術大学 

今井 美奈 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

片山 英司 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

近藤 拓弥 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

明賀 さつき 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

橋本真理子 愛媛大学医学部 分子病理 

三好 里佳 済生会今治病院 検査科 

矢野 好人 済生会今治病院 検査科 

菅  恭弘 市立宇和島病院 病理診断科 

岡田 正則 住友別子病院 病理診断科 

河口 本子 住友別子病院 病理診断科 

眞鍋 章子 住友別子病院 病理診断科 

堀内啓太郎 済生会西条病院 

此上 武典 市立八幡浜総合病院 

一色 順子 社会医療法人真泉会 松山まどんな病院 

井上由紀江 愛媛労災病院 検査科 

佐伯 勇輔 西条中央病院 中央検査部 

馬木 和則 今治市医師会診療所 

原  正樹 JCHO宇和島病院 

佐伯 逸子 つばきウイメンズクリニック 

古本 好江 自宅 

清水美由紀 
 

水野 彩乃 自宅 

渡部 菜穂 公立学校共済四国中央病院  

青野 早姫 愛媛医療センター 

山内 直樹  市立宇和島病院 病理診断科  

佐伯 由美 とくしま医療センター東病院 

佐々木 恵美  十全総合病院  

岡崎 恭介 松山市民病院 病理検査室  

若藤 諒 松山赤十字病院 病理診断科部  

太田 さやか 愛媛県総合保健協会 病理 

山本 雄大 四国がんセンター 臨床検査科 

那須 久留実 市立宇和島病院 

渡辺 桃花 愛媛大学医学部附属病院 検査部 

中島 賢祥 済生会今治病院 検査科 

菊池 有紗 公益財団法人 愛媛県総合保健協会 

河上 衣舞妃 四国がんセンター 臨床検査科 

首藤 久実 住友別子病院 病理診断科 

近藤 ゆめの 済生会西条病院 検査室 

  

  

    

臨床検査技師 （ 12 名） 

氏 名 所     属 

相原 里江 愛媛県総合保健協会 病理 

門屋 孝志 松山赤十字病院 病理診断科部 

池田 みか 松山赤十字病院 病理診断科部 

薬師寺孝徳 市立宇和島病院 病理診断科 

玉井佑弥 愛媛県立中央病院 検査部 

吉田 拓海 愛媛大学医学部附属病院 病理診断科 

山村 展央 市立八幡浜総合病院 

林 愛莉実 愛媛大学医学部附属病院 病理部 

横田 小夏  四国がんセンター 臨床検査科病理  

堀田 あかり 公益財団法人 愛媛県総合保健協会 

池田きらり 市立宇和島病院 臨床検査科 

渡邉 拓 愛媛県立中央病院 検査部 病理検査係  
 

事務局  

飯野 美咲 四国がんセンター  

  

 



- 

  



- 

 

編 集 後 記 (version 2.0) 
デジタル化されていない情報に価値はありません。デジタル化すると、自由に

追加して途中で発刊できるなどの良い点があります。何回かに分けて提供して

きた第 33 号はこれにて完成です。今回は 4回目ですが、ほぼ全部自分で作成

しました。大変でした。『だいたい中身はわかりましたので、今後は手分けし

てデジタルの強みを生かしたものを作っていきたいと思います』と言うのは前

号の文末ですが次号は如何に？  

と、ここまでは同じ 以下次号へ  一人で作るのもつまらない・・・ 

 （寺本典弘 記） 

 

愛媛臨床細胞学会会報 第 32 号 
 

令和 8年 4月 5日 version 2.0 

 編集  愛媛県臨床細胞学会会長 寺本典弘 

     四国がんセンター病理科 

TEL：089-999-1111  

E-mail：寺本（←ローマ字で）@shikoku.cc(←四国.CancerCenter) 

 

 

愛媛県臨床細胞学会へのメールは 

cytologyのあと@shikoku.ccです。 “のあと”は削除 


